
　

■
掲
載
に
あ
た
り
、発
言
の
一
部
を
誌
面
用
に
書
き
直
し
て
い
ま
す

　

■
参
加
者
の
写
真
は
、掲
載
し
て
い
る
質
問
内
容
と
は
一
致
し
ま
せ
ん

　

４
月
16
日
か
ら
５
月
21
日
に
か
け
て
市
内
18
カ
所
で
地
区
懇

談
会
を
開
催
し
、の
べ
915
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
市
政
へ
の
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　

■問い合わせ先　地域支援課

５７‐８５０３

ま
ち
づ
く
り

平
成
27
年
度
地
区
懇
談
会

語
ら
え
る
ま
ち
へ

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会

の
設
立
は
良
い
こ
と
だ
が
人
が
集

ま
ら
な
い
。ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

    

　

町
内
会
や
自
治
会
・
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
ま
と

ま
っ
て
行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
香
南
市
全

域
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
考

え
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

人
集
め
に
苦
労
し
て
い
る
地
区

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
香
我
美
町

が
先
進
的
に
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
な
ど
、
他
の
地
区
の
活
動
を
見

て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
区
活
動
を
行
っ
て
み

る
と
い
う
の
も
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。地
区
担
当
職
員
と

地
域
支
援
課
も
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
い
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

地
域
で
の
勉
強
会
や
催
し
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。地
元
住
民
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
市
の
職
員
に
も

も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

皆
さ
ん
と
交
流
や
地
域

課
題
の
共
有
が
で
き
る
よ
う
、

も
っ
と
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
が
進
め
て
い
る
「
人
生
支
援
」

は
内
容
が
大
き
す
ぎ
て
少
し
分
か

り
に
く
い
。私
た
ち
に
何
を
し
て

く
れ
る
の
か
。

　

人
の
人
生
の
中
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。幼
年
期
、
就
学
期
、
成
年

期
、
壮
年
期
、
老
年
期
が
あ
り
、
そ

の
時
々
で
、「
も
う
少
し
行
政
か
ら

こ
ん
な
支
援
が
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
を
施
策
に
し
、
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
、
そ

の
時
々
に
必
要
な
支
援
を
す
る
た

め
の
施
策
と
な
り
ま
す
。子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
で
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

順
序
、
項
目
を
あ
げ
る
こ
と
は
簡

単
だ
が
、
具
体
的
に
市
民
の
生
涯

学
習
で
、
何
が
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
る
の
か
。

　

生
涯
学
習
推
進
計
画

で
、
12
の
施
策
を
掲
げ
て
実
行

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の

中
で
「
生
き
が
い
を
得
る
学
習
機

会
の
充
実｣

と
い
う
こ
と
で
「
市
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
講
座
の
実

施
」、「
市
民
の
経
験
知
識
等
の
伝

承
促
進
」、「
高
齢
者
の
支
援
」を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。具
体
的
に
は
、

担
当
部
署
に
お
い
て
、
実
施
内
容

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

場
所
と
か
支
援
す
る
場
所
を
も
っ

と
増
や
せ
な
い
か
。

    

　

子
育
て
の
相
談
の
場
と

し
て
、
現
在「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
市
内
各
町
ご
と
に
設

け
て
い
ま
す
。今
後
、
新
た
な
施
設

を
増
や
す
よ
う
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
こ
ど
も
課(

☎
57-

７
５
２
２)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

避
難
タ
ワ
ー
の
１
基
あ
た
り
の

建
設
費
用
は
。ま
た
、
建
設
エ
リ
ア

は
国
や
県
か
ら
の
指
示
か
。

　

規
模
に
よ
り
ま
す
が
、

１
基
あ
た
り
１
億
〜
２
億
円

程
度
で
す
。

　

建
設
す
る
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

津
波
の
想
定
さ
れ
て
い
る
高
さ
や

津
波
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見

を
参
考
に
市
が
決
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

(

関
連
記
事
30
ペ
ー
ジ)

　

災
害
時
の
避
難
所
へ
の
誘
導
案

内
の
標
示
は
な
い
の
か
。

　

例
え
ば
、
赤
い
線
を
た

ど
れ
ば
避
難
タ
ワ
ー
に
た
ど

り
着
く
な
ど
、
香
南
市
だ
け
で
な

く
、
県
内
で
統
一
さ
れ
た
標
識
や

表
示
が
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま

す
。県
で
も
協
議
し
て
い
ま
す
の

で
、意
見
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
な
ど
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
建
物
の
耐
震
チ
ェ
ッ
ク
は
で

き
て
い
る
か
。

　

地
震
対
応
の
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物

は
、
建
築
年
度
な
ど
に
な
り
一
定

の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
香
南
市
地
域
防
災
計

画
資
料
編
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

橋
の
耐
震
化
の
現
状
と
計
画
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
内
に
は
２
メ
ー
ト
ル

以
上
の
橋
が
370
以
上
あ
り
、
沿

岸
部
か
ら
耐
震
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
度
は
赤
岡
町
・
吉
川

町
で
３
橋
を
工
事
す
る
計
画
で

す
。来
年
度
は
赤
岡
町
・
夜
須
町

の
橋
を
工
事
す
る
予
定
で
す
。

　

不
法
投
棄
や
分
別
し
て
い
な
い

ご
み
を
他
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
捨
て
る
人
が
い
る
。監
視

カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
を
お
願
い
で

き
な
い
か
。

　

不
法
投
棄
の
多
い
所
に

は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

カ
メ
ラ
の
設
置
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

香
宗
川
に
ご
み
な
ど
の
不
法
投

棄
が
あ
り
景
観
が
劣
悪
な
の
で
も

環
境
美
化
に
つ
い
て
の
啓
発
は
何

と
か
な
ら
な
い
か
。

　

不
法
投
棄
を
注
意
す
る

看
板
を
環
境
対
策
課
で
町
内

会
や
自
治
会
に
渡
し
て
い
ま
す
。

香
宗
川
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄

の
状
況
に
つ
い
て
現
場
も
そ
の
都

度
確
認
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り

効
果
的
な
不
法
投
棄
防
止
の
対
策

を
練
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

Ａ

人
生
支
援

防
災

環
境

Ｑ

Ａ

平成27年度地区懇談会

Ｑ
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Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

す
べ
て
の
会
場
で
、意
見
交

換
に
先
立
ち
、こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
５

つ
の
重
点
施
策(

住
民
自
治
の

確
立
、地
震
・
津
波
対
策
、産

業
の
振
興
、人
生
支
援
、社
会

基
盤
の
整
備)
と
、学
校
に
お

け
る
土
曜
日
等
授
業
の
開
催

な
ど
、市
の
取
り
組
み
を
説

明
し
ま
し
た
。

香南市地区
懇談会

3月議会で
市長が示し

た市政方針

市長が示す
５つの重点

施策４月１6日
( 木 ) ～５月

２１日 ( 月
) 市内１８

カ所で開催

平成27年度年度

１ 住民自治の
確立

２ 地震・津波
対策

３ 産業の振興

４ 人生支援

５ 社会基盤の
整備

　香南市全域
における協働

のまちづくりを
目指して取り組

みます。まちまち

づくり協議会や
自治会の設立

づくり協議会や
自治会の設立

及び活動支援
を積極的に推

進していくと

ともに、まちづ
くりフォーラム

等を開催して、
住民自治の意

義や必要性を

学ぶ機会を増
やしていきます

。

　命を守る対
策として、避難

タワー避難タワーや避
難道の整備を

進めるとともに
、保

育所や学校の
非構造部材耐

震化を継続して
行っていきます

。

　また、安全な
避難行動がで

きるように、保
幼小中学校へ

の防災用ヘル

メットの購入な
どを行っていき

ます。

　農林水産施
設の整備や香

南市産業振興
計画

香南市産業振
興計画の取り

組みを継続し
て

行っていきます
。また、地域の

特産品の開発
を通じて新規

雇用の創出

や、地域の活性
化を図るための

産業振興推進
総合支援事業

費補助事業

や住宅リフォー
ム助成事業など住宅リフォーム
助成事業などを

推進していきま
す。

　人生支援計
画を今年度作

成し
人生支援計画

を今年度作成
し、社会福祉や

児童福祉の充
実に継続し

て取り組みます
。また、中学生ま

での医療費の
助成

中学生までの医
療費の助成や

、放課後児童ク
ラブ

施設の整備、新
制度による子ど

も・子育て支援
の充実を図って

いきます。

　その他に、森
田村塾の改築

や学校でのＩ
ＣＴ（情報通信

技術）利活用

のための環境
整備などを推進

していきます。

　高規格道路
に関連する周

辺の整備や、道
路新設改良事

業、橋梁長寿

命化事業など
を継続して行っ

ていきます。ま
た、災害時に救

援物資輸送

路の強化を図
るため、市道の

整備を進めます
。

　その他、香我
美消防団第２

分団屯所の新
築などを行って

いきます。

【事業の一例
】

　地域活性化
総合補助金     

       31,480 千
円    

　集落活動セ
ンター推進事

業　15,000千
円

【事業の一例
】

　避難タワー
整備事業　　

　  520,746千
円

　地域集会所
耐震化促進事

業     11,093千
円

　住宅改修助
成事業　　　

　　 85,000千
円

【事業の一例
】

　園芸用ハウ
ス整備事業   　

　 39,817千円
    

　プレミアム
商品券              

        62 ,000千
円

　次世代施設
園芸モデル事

業　41 ,772千
円

　新規漁業就
業者支援事業

　　  2 ,540千
円

     住宅リフォ
ーム助成事業

　　10,000千
円

　　　

【事業の一例
】

　人生支援計
画策定事業     

           4 ,300千
円

　一時預かり
事業                  

         18 ,290 千
円

　ひとり親家庭
医療費助成事業

  30 ,240千円

【事業の一例
】

　橋梁維持補
修事業              

     142 ,000千
円

　高規格道路
関連周辺整備

事業

                           
                           

      131,850千
円

　　

  この戦略
は、地方産業

の喚起と成
長を実

現することに
より、地域産

業と住民が
ともに

利益を享受
する構造を

創生しようと
するもの

です。

　　香南市で
は、国の地

方創生の決
定を受

け、これまで
取り組んでき

た施策をさら
に実

施できるよう
、「香南市総

合戦略」を
今年

度策定に向
け、早急に

取り組む必
要があり

ます。現在
、協議を行

っている「産
業振興

計画」や「
人生支援計

画」、「グラ
ンドデザ

イン」とリン
クさせながら

、市議会や
市民の

皆様とともに
具体策を検

討していきま
す。

◆担当課　企
画財政課

まち・ひと
・しごと創

生総合戦略
◆地方再生

に関する市
の取り組み

を一部紹介
します◆　

  地域消費
の喚起と地

方創生の先
行事業

の実施を目
的に、香南市

は約1億5,9
30万円

が交付され
る予定です

。

【注目事業
】

プレミアム
付き商品券

発行事業

香南市商工
会が、商品

券の取り扱
いを希望す

る事

業者を、市内
の事業者か

ら希望を募
ったうえで

、取

扱店舗を決
定します。

　商品券の
販売額は、1

セットあたり
現金1万円

に対

し、プレミア
ム率を上乗

せし、１万２千
円ないし１万

２千５

００円分の商
品券として販

売。１人あた
りの購入上

限

額を設定し
、販売総額は

３億円程度
を予定。

　　商品券の
使用期間は

、商品券発行
から概ね６ヶ

月

の予定で、期
限後は使用

できないので
注意。

　　また、１８歳
未満の子ど

ものいる世
帯や６５歳以

上の

方がいる世
帯に１世帯１セ

ットに限り２
，０００円引き

で商

品券を購入
する補助制

度もあります
。

　　詳しくは６
月広報でお

知らせします
。

詳しくは６月
広報でお知

らせします。

◆担当課　商
工水産課

地域住民生
活等緊急支

援のための
交付金

避難タワー
の位置番号

と設置場所（
予定）

避難タワー
の位置番号

と設置場所（
予定）

避難タワー
の位置番号

と設置場所（
予定）

松ヶ瀬コミュニティ
広場付近

錦児童公園

清水八反集会
所付近

共同乾燥場

県営住宅北空
地

長畠西児童公
園

東南地区児童
公園

亦右衛門邸緑
地公園

寿児童公園

なぎさ児童公園

教会付近

市営住宅駅前団
地跡

⑦

① ⑪
⑫
⑭
⑮
⑱

②
③
④
⑤
⑥

吉　川

吉　川

赤　岡

香我美

夜　須

号番

号番

所　場

所　場Ｈ26
完成

Ｈ27
建設 瀬戸団地付近 大八幡宮付近

チューリップ広
場付近

夜須川左岸

物部川大橋付
近

赤岡市民館付
近

へんろ小屋付近

県道遠崎野市
線沿

市道横井線沿

⑧ ⑩
⑰
⑲

⑨

⑬
⑯

⑳
㉑

吉　川
吉　川

香我美

野　市

赤　岡 香我美

夜　須

号番

号番

所　場

所　場

※設置場所は
変更になる場合

があります

Ｈ27
以降

Ｈ28
以降

◆担当課　防
災対策課

香南市避難タワ
ー位置図

清
藤
真
司
市
長
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